
　

野
田
家
は
八
幡
の
草
分
け
で
、
武
佐
の
野
田
村
よ
り
秀
次
公
が
八
幡
山
城
を
築
い
た
際
に
移
住
し
ま
し
た
。

代
々
家
伝
の
膏
薬
「
天
真
膏
」
を
販
売
し
て
い
ま
し
た
が
、
本
業
は
紺
屋
で
あ
り
ま
し
た
。

　

四
代
目
長
兵
衛
は
三
代
目
の
娘
婿
で
俳
句
、
和
歌
を
通
じ
、
そ
の
道
で
は
名
声
も
高
く
人
望
も
あ
り
、
町
年

寄
も
勤
め
ま
し
た
が
、
商
売
の
方
は
不
熱
心
で
家
業
は
次
第
に
傾
き
ま
し
た
。

　

五
代
目
は
四
代
目
の
息
子
で
京
都
の
商
家
に
奉
公
し
た
後
、
家
業
を
継
ぎ
刻
苦
倹
約
し
、
精
進
し
家
運
を
戻

し
ま
し
た
。
こ
の
五
代
目
長
兵
衛
が
御
朱
印
騒
動
で
名
を
残
し
た
義
人
と
呼
ば
れ
る
人
物
で
す
。

　

天
正
13
年
（
1
5
8
5
）、
秀
次
公
に
よ
っ
て
開
町
し
た
近
江
八
幡
は
、
楽
市
楽
座
や
諸
役
免
除
の
も
と
発

展
し
、
徳
川
時
代
に
な
っ
た
後
も
そ
の
特
権
は
引
き
継
が
れ
、
市
内
鍵
之
手
町
に
「
諸
役
伝
馬
等
免
除
」
の
高

札
が
掲
げ
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

　

天
正
５
年
（
1
5
7
7
）、
織
田
信
長
が
安
土
に
築
城
し
、
安
土
山
下
町
に
十
二
箇
条
の
掟
を
制
定
、
そ
の

後
天
正
13
年
（
1
5
8
5
）
に
は
羽
柴
秀
次
（
豊
臣
秀
次
）
が
八
幡
山
城
を
築
城
し
、
八
幡
山
下
町
に
十
二
箇

条
の
掟
を
制
定
し
ま
し
た
。
そ
の
い
ず
れ
に
も
当
所
に
楽
市
を
申
し
付
け
る
上
は
諸
座
、
諸
役
、
諸
公
事
等
こ

と
ご
と
く
免
許
の
事
と
記
さ
れ
、
町
民
は
開
町
以
来
役
務
は
す
べ
て
免
除
さ
れ
て
き
ま
し
た
。
こ
れ
は
非
常
な

特
権
で
、
そ
の
後
徳
川
の
世
と
な
り
慶
長
５
年
（
１
６
０
０
）、
９
月
関
ヶ
原
の
役
の
後
上
洛
の
途
中
、
徳
川
家

康
は
当
地
を
通
り
９
月
18
日
に
西
別
院
（
金
台
寺
）
に
一
泊
し
て
制
禁
朱
印
を
下
付
け
し
ま
し
た
。
但
し
、
こ

の
朱
印
に
は
諸
役
免
除
の
文
字
は
記
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
。
以
上
三
通
の
書
状
を
「
御
朱
印
」
と
し
て
代
々

大
切
に
保
管
し
、
こ
れ
を
も
っ
て
末
代
ま
で
諸
役
は
免
除
さ
れ
て
い
る
と
町
民
は
主
張
し
て
き
ま
し
た
。
当
時
宿

駅
で
は
頻
繁
に
公
儀
の
通
行
が
あ
り
、そ
の
度
に
付
近
の
住
民
は
助
郷
と
し
て
使
役
に
狩
り
出
さ
れ
て
い
た
中
で
、

八
幡
町
民
の
み
除
外
し
た
こ
の
制
度
は
付
近
住
民
か
ら
激
し
い
反
発
が
あ
り
ま
し
た
。

　

寛
文
９
年
（
1
6
6
9
）、当
時
の
代
官
で
あ
る
長
谷
川
久
兵
衛
は
家
康
の
朱
印
を
見
せ
よ
と
迫
り
ま
し
た
が
、

先
の
規
則
を
重
ん
じ
て
従
来
通
り
諸
役
免
除
と
な
り
ま
し
た
。
そ
の
後
は
御
伝
馬
助
郷
の
替
わ
り
に
御
用
金
を

要
求
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
要
求
は
前
後
26
回
に
及
び
、
そ
の
年
代
は
正
徳
元
年
か
ら
慶
応
４
年
・
明
治
元
年
に

至
る
実
に
二
百
年
間
に
及
ん
だ
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

あ
る
時
、
京
都
か
ら
や
っ
て
来
た
役
人
が
こ
の
立
て
札
を
持
ち
帰
っ
た
た
め
、
町
民
は
こ
れ
ま
で
の
特
権
が
消

滅
す
る
の
で
は
と
心
配
し
、
取
り
返
そ
う
と
試
み
ま
す
が
、
後
難
を
恐
れ
て
今
ひ
と
つ
力
が
入
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

こ
の
よ
う
な
町
民
の
姿
を
見
た
「
野
田
屋
長
兵
衛
」
は
、
京
都
に
返
還
を
求
め
て
出
向
き
ま
す
が
、
断
ら
れ
、

明
和
7
年
（
1
7
7
0
）、
再
び
訴
状
を
渡
そ
う
と
試
み
ま
す
が
、
受
理
さ
れ
ず
、
死
を
も
っ
て
抗
議
す
る
た
め

役
人
の
前
で
自
刃
し
53
歳
の
生
涯
を
終
え
、
御
朱
印
騒
動
で
名
を
残
し
た
義
人
と
呼
ば
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
八
幡
町
の
生
命
と
も
い
う
べ
き
朱
印
状
を
納
め
た
箱
を
、
町
内
の
重
だ
っ
た
者
30
余
名
が
１
ヶ
月
交
代
で

保
管
す
る
朱
印
領
り
は
、
町
民
と
し
て
非
常
に
名
誉
あ
る
勤
め
で
し
た
。
保
管
と
毎
月
の
受
渡
し
は
厳
重
に
行

わ
れ
、
信
長
公
の
安
土
山
下
町
掟
書
と
秀
次
公
の
八
幡
山
下
町
掟
書
は
市
立
資
料
館
に
現
存
し
て
い
ま
す
。

※参考文献　近江八幡人物伝　近江八幡郷土史会刊より抜粋　

【
野
田
屋   

長
兵
衛
】（
西
元
町
） 

答え…三代目
池田町 M・Aさん
出町 Y・Tさん
南津田町 S・Mさん
川原町 N・Yさん
若葉町 S・Tさん

当選者発表

　
の
だ
や
　
　 

ち
ょ
う
べ
い

五
代
目
長
兵
衛
が「
諸
役
伝
馬
等
免
除
」の
立
札
の
返
還
を
求
め
て

抗
議
し
、自
刃
し
た
の
は
何
歳
の
時
で
し
ょ
う
。

◆
ご
希
望
の
方
は 

答
え
・
郵
便
番
号
・
住
所
・
氏
名
・
電
話
番
号 

を
ご
記
入
の
上
、
官
製
は
が
き
又
は
F
A
X
で

ご
応
募
下
さ
い
。 抽

選
で
5
名
様
に 「
葦
う
ど
ん
ペ
ア
お
食
事
券
」 

を
差
し
上
げ
ま
す

クイズ

応
募
〆
切

10
月
５
日 

必
着 

※

当
選
者
の
発
表
は
、発
送
を
も
っ
て
代
え
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。
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日時　10月17日（火）～22日（日）10：00 - 17：00

sonokinoko.com
10th anniversary

場所　すみれラボ（近江八幡市中村町 20 番地）

そのきのこ：プロフィール
　“Sonokinko”はイタリア語で”私はきのこです”の意味です。そ
のきのこは森の奥深くに住んでいてときおり人間のカタチをした胞子を
飛ばします。私達胞子はそのきのこの意志により活動しています。そのき
のこの待つ深い森にいつか還るその日まで。

●たねや様

●ひさご寿し様

株式会社ダイゴ●

◀至近江八幡駅

すみれラボ  ギャラリー

ブーメラン通り

〒523--0894滋賀県近江八幡市中村町20番地
　㈱ダイゴ本社ビル１F   TEL0748-33-4181

お問い合せ：総務部中川まで

JR琵琶湖線近江八幡駅北口徒歩７分

すみれラボ 

きのこに魅せられたそのきのこによる
初めのきのこ作品ばかりの展示となります。
きのこ作品の展示に合わせて販売も致します。



鍛冶屋町 学園前

小
幡
町

資
料
館
前

大杉町

臨
時

新町

ヴォーリズ記念館
（要予約）

白雲館

明治橋
白雲橋

薬師橋

近江兄弟社
　 学園

コ
ン
ビ
ニ

八幡山ロープウェー
日牟禮八幡宮

市立資料館

あ
き
ん
ど
の
里

き
て
か
ー
な

西川甚五郎邸

会場マップ 17：00～21：00

かわらミュージアム

シキボウ

新町浜

本町橋

公園

順應寺

蓮照寺

寶
積
寺

正
福
寺

ア
ン
ド
リ
ュ
ー
ス

　
　
記
念
館

円満寺

旧八幡郵便局

八幡山
図書館

伴
家
住
宅

小
幡
町
通
り

新
町
通
り

為
心
町
通
り

魚
屋
町
通
り

仲
屋
町
通
り

博
労
町
通
り

慈
恩
寺
通
り

永
原
町
通
り

玉木 多賀 県道多賀

有料有料

有
料

有料

駐輪場

あきんどの里

あきんどの里・御朱印船

八幡堀まつり10月７/８日 展示「御朱印船」
瑞龍寺

八幡堀界隈でイベント開催
当日配布のガイドマップをご覧下さい。

御朱印船の由来
　文禄元年、豊臣秀吉御朱印船九艘を特許し、海外

通商を奨め徳川時代に至って益々隆盛を極めました。

　元和の頃、八幡商人・西村太郎右衛門（新町）は

角倉の朱印船に便乗して遠く安南（ベトナム）の地に渡っ

て交易に従事し彼の地に於いて相当発展しました。

　寛永13年鎖国の厳令発布せられ、帰国禁制となり、

正保4年長崎に帰国しましたが鎖国

の為、入国出来ず望郷の情に堪えず

帰国祈願の意を絵馬に込め、郷土の

氏神「日牟禮八幡宮」に奉納し、再度

安南に移住、慶安4年異国の地に骨

を埋めました。

すみのくら

西村太郎右衛門奉納額
日牟禮八幡宮
（国の重要文化財）

ごしゅいんせん

（絵馬から再現されたものです）

近江八幡宿料飲会開催イベント

主催：近江八幡宿料飲会　共催：近江八幡魚市場協同組合・共栄会商店街

参加自由

 懐かしの歌・心に残る歌
　あなたのリクエストを
　みんなで歌いましょう！

美味しい食べ物が
  山盛りです！

松茸ごはん

その他、
　いろいろ！

チンドン屋
さんも来る

よ！

午後4時～8時30分

午後6時～9時

あきんどの里あきんどの里

♪ 歌声広場 ♪
飲食コーナー

ちぢみ

のり巻き

　　　　　生ビール　　　　　生ビール

５０円割引券５０円割引券

御朱印船 展示中！

＜１枚１回有効＞

※７（土
）のみ

キリ
トリ

PRESENT
PRESENTトマト倶楽

部
トマト倶楽

部 お誕生日・記念日 花束プレゼント（10月の方）3名様

花王アタック１キロ ８個入り（1ケース）  5名様
※必ずお誕生日を明記下さい

50 名様
40 名様
30 名様

50 名様

20 名様
20 名様

［トマトカード番号の記入をお願いします］

11 月 19 日迄
11月 26日迄   
12 月 3 日迄

12月 17日迄
 

＊大津の都と白鳳寺院 　　   大津市歴史博物館    

＊ミュシャ展 運命の女たち    美術館 「えき」 KYOTO

＊絵画の愉しみ、画家のたくらみ 日本近代絵画との出会い
                         　　   京都文化博物館

＊開館20周年記念特別展 桃源郷はここ　　  
  　　　　　　　　　　　       MIHO MUSEUM 

＊井上章一の現代洛中洛外もよう スクラップブック
＊ウォーキング記録マップセット   

当
選
者
の
発
表
は
発
送
を
も
っ
て
代
え
さ
せ
て

頂
き
ま
す
。予
め
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

締 切 ご
希
望
の
方
は
郵
便
番
号
・
住
所
・
氏
名
・
電
話
番
号
・
希
望
の
品
一
品
を
ご
記
の
上
、
官
製

は
が
き
又
は
F
A
X
で
下
記
販
売
所
ま
で
、
ご
応
募
下
さ
い
。
抽
選
で
お
送
り
し
ま
す
。

花
束 

9
月
30
日
迄

洗
剤
、チ
ケ
ッ
ト
等 

9
月
30
日
迄

あきんど
の里


